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1   はじめに 
鉄系超伝導体において、FeAs4 四面体の局所構造

と Tcの間には相関があることが知られている[1-2]。
一方で、Tc と関連した電子構造として、ネスティン

グ条件とリンクしたフェルミ面のトポロジーが挙げ

られる。今回、AFe2(As1-xPx)2(A=Ba/Sr, Sr/Ca, Eu)にお

ける結晶構造を系統的に変化させた際、その電子相

図がどのように変化するかについて注目した。A サ

イトの変化により、フェルミ面の異方性、次元性が

変化することを期待した。 

2   実験 
磁化測定、電気抵抗率測定、4 軸 X 線回折実験、

高エネルギー加速器研究機構 Photon Factory BL-8A, 
8B での X 線回折実験を行った。 

3   結果および考察 
4軸X線回折実験の結果、A=Ba, Ba/Sr, Sr, Sr/Ca, Eu 

の順に格子定数及び結晶構造の異方性の指標である

c/aが減少していることがわかった。また、P置換量

に対するc/aの減少率に注目すると、A= Ba, Ba/Sr, Sr
では、ほぼ変化しないが、A=Sr, Sr/Ca, Euと変化す

るにつれ、減少率が増大することがわかった。 
磁化測定、電気抵抗率測定からA=Ba/Sr, Sr/Ca, Eu

の電子相図を作成した。それらを先行研究による

A=Ba, Sr, Caの結果と合わせて、図1に示す[3-5]。
A=Ba, Ba/Sr, Sr, Sr/Ca, Euの系で最大Tcはほぼ30Kで

一定であることがわかった。一方、A=Ba, Ba/Sr, Sr, 
Sr/Ca, Euにかけて、c/aは大きく変化しており、Tcと

c/aに相関は見られなかった。また、A= Ba, Ba/Sr, Sr
までは、最大Tcを示し、反強磁性秩序が消失する組

成xcに有意な差は見られなかったが、A=Sr, Sr/Ca, Eu
と変化するにつれ、xcは低置換領域に移動していく

振る舞いが見られた。これらの振る舞いは、P置換

に対するc/aの減少率の変化と相関がある。これは、

c/aの変化に伴うフェルミ面の異方性の変化により、

ネスティング条件が悪化したためだと考えられる。 
これらの結果を踏まえて、xc において最大 Tc が変

化しない原因を結晶構造の観点から議論するために、
xc における FeAs4 四面体の局所構造解析を行った。
その結果、A=Ba, Ba/Sr, Sr, Sr/Ca において、xcは大き

く異なるにも関わらず、Fe 面からの As の高さであ
る hPn はほぼ一定であることがわかった。このこと
から、Tc は FeAs4 四面体の局所構造、特に hPn によ
って制御されていると考えられる。一方、A=Eu の
hPnは他の系とは異なっていることがわかった。先行
研究による FeAs4四面体の局所構造と Tcの関係を考
慮すると、A=Eu の FeAs4四面体の局所構造からはさ
らに高い Tcが期待されるが、Eu2+の磁性及び c 軸長
が短くなったことによる構造不安定性により Tcが抑
制されたと考えられる。 

 
図1:AFe2(As1−xPx)2の電子相図 
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